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る o 本論文は，これらの成果をまとめたものであり，緒言と本論四章および総括より構成されている o
緒言では，本研究の背景と目的，ならび、に研究成果の概要について述べているo
第一章では，すでに速度の知られている 5 -exo 型のラジカル環化をラジカルグロックに用い，有機溶媒中での
一級炭素ラジカルの一酸化炭素への付加速度定数を求めているo その速度定数は， 80 0C においては6.0 X 105 M-1 S-l 
となり，各種有機ラジカル反応に利用する上で十分な速さであることを明らかにしている。





































(4) トリブチルスズヒドリドをラジカルメディエーターに用いることにより， 3 ーハロプロピルスルフィドへの一酸
化炭素の組み込みによる γ ーチオラクトンの新規合成手法を開発している。
以上のように，本論文は，炭素ラジカル種と一酸化炭素との反応速度を明らかにするとともに，有機分子への一酸
化炭素導入の新方法論の開発とその合成化学的応用面の開拓を行ったものであるo 特に本研究では，選移金属種を用
いた従来型の手法では達成困難であった新しいカルボニル化反応を多数創出しており， これらの成果は有機合成化学
の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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